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神戸大学・中国地質大学（武漢） 

崗日嗄布（ｶﾝﾘｶﾞﾙﾎﾟ）山群合同学術登山隊計画 

                                                   

 

 

 

 

 

ご挨拶 

 神戸大学長  福田秀樹 

神戸大学は国際都市神戸にある国立大学として、アジア、中南米、オセアニアを中心とする経済研

究、東南アジア一帯の医学調査研究、中国、ロシアなどにまたがる地質学研究など、これまで多くの

足跡を世界各地に残してきました。 

また、登山と探検の歴史も古く、南米パタゴニア、チリ・ボリビアアンデス、カナダユーコン、カ

ラコルム、チベットなどにおいて輝かしい成果をあげてきました。特に 1986 年、神戸大学チベット

学術登山隊は、当時未踏峰では世界第 2位の高さを誇っていたチベット自治区内にあるクーラカンリ

峰（7554m）の初登頂に成功し、多くの学術成果をあげました。 

この成功を機に、神戸大学と中国の登山・学術交流を発展させてきました。1988 年には中国地質

大学（武漢）体育部と神戸大学山岳部との合同で、四川省のチェルー山（6168m）初登頂に成功しま

した。 

このような背景のもと、このたび神戸大学山岳部・山岳会は、再び中国地質大学（武漢）と合同で、

中国チベット自治区にあるカンリガルポ山群に学術登山隊を派遣することとなりました。同山群のあ

る地域はインドとの未確定国境線（マクマホンライン）に近く、外国人の立ち入りが厳しく制限され

ているため、これまでほとんど探検隊や登山隊が入っていない数少ない未探検地域であります。2003

年に神戸大学は世界で初めてこの山群に登山隊を派遣し、最高峰ルオニイ峰（6884m）の登頂を目指

しましたが、悪天候に加え非常に困難・危険な山容のため登頂断念を余儀なくされました。2007 年

に再度偵察隊を現地に送り、新たに KG-2 峰（6708m）に登路を見いだし、再挑戦することになりまし

た。 

この山群に学術登山隊を送ることは登山はもちろんのこと学術上も大きな成果が期待されます。加

えて登山を通じて日本と中国の学生が交流することは日中友好に果たす役割も少なくないと考えて

います。神戸大学といたしましても、このたびの計画を全面的に支援して、大学の歴史に新しい１ペ

ージを飾りたいと願っております。本計画に格別のご支援を賜りますようよろしくお願いします。成

功を願って止みません。 

カンリガルポ山群 アタ氷河 標高 4300m 地点にて（2007 年偵察隊） 
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カンリガルポ山群と３姉妹峰 

 カンリガルポ山群はヒマラヤ山脈の東、インドアッサム地域、ミャンマー北部と接するチベット自

治区東南部に位置し、北西から南東に伸びる約 280km の山脈で、ベンガル湾からのモンスーンの影

響が強く気候の不安定な豪雪地帯で巨大な氷河が発達しています。この山群には 30 座以上の 6 千ｍ

峰が存在し、すべて未踏峰であり、2003 年の神戸大学隊がこの山群に入った唯一の登山隊です。 

 この山群のアタ氷河周辺には特に高峰が多く、その中でも群を抜く３つの高峰があり、最高峰ルオ

ニイ峰（若尼峰 KG-1；6884m、2003 年の目標の山）、KG-2（6708m）、KG-3（6726m）を３姉妹峰と

呼んでいます。神戸大学山岳会、中国地質大学（武漢）は 2007 年 10 月～11 月、偵察隊を派遣し、3

姉妹峰の標高の確認や登路の観察を行いました。検討の結果、山容がもっとも大きく立派な KG-2 に

登路を見出し、この峰を合同学術登山隊の目標としました。 
 

 
 

 

 

計画の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｶﾝﾘｶﾞﾙﾎﾟ山群

３姉妹峰 
ｸｰﾗｶﾝﾘ 

ｴﾍﾞﾚｽﾄ(ﾁｮﾓﾗﾝﾏ) 

ラサ 

（2007 年偵察隊撮影） 

KG-1（ルオニイ峰 6884m） KG-２（6708m） KG-３（6726m） KG-５（6300m）
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１． 隊の名称  

神戸大学・中国地質大学崗日嗄布（カンリガルポ）山群合同学術登山隊 

 

２． 目的 

 崗日嗄布山群の未踏峰カンリガルポ２峰（KG-2；6708m)の初登頂 

カンリガルポ山群アタ氷河周辺の地形調査等の学術調査 

登山行為を通じての日中大学友好交流 

 

３． 期間 

  ２００９年１０月１０日～１１月下旬 

 

４． 行動予定 

日本出発 （空路北京成都経由） チベット自治区ラサ （陸路：川蔵公路） 拉古 （５日） 

拉古 － ベースキャンプ （キャラバン１日） 

登山・学術調査期間 （約４０日間） 

ベースキャンプ － 拉古 （キャラバン１日） 

拉古 （陸路：川蔵公路） チベット自治区ラサ（２日） 

ラサ （空路） 武漢：中国地質大学訪問 （空路） 北京：中国登山協会訪問 （４日） 

北京 （空路） 日本帰国 （１日） 

 

５． 隊の構成       

（日本側 7 人） 

実行委員長  山形裕士 (59 歳)   神戸大学山岳会会員(ベ－スキャンプ短期往復) 

                  神戸大学大学院農学研究科 教授 

隊長  井上達男 （62 歳）  神戸大学山岳会長  

                        ㈱ダイフク研究・研修センター 社長   

              1976 年 カラコルム シェルピカンリ峰(7380m)初登頂 

副隊長(秘書長)  山田健 (54 歳)    神戸大学山岳会事務局長 

兵庫県東播磨県民局加古川土木事務所 まちづくり参事 

1986 年 チベット ク－ラカンリ峰(7554m) 隊員 

隊員(登攀リ－ダ－)  山本恵昭 (51 歳)  甲南大学山岳会会員  

                    神戸市立兵庫商業高校教諭  

隊員  矢崎雅則 (35 歳)  神戸大学山岳会会員 

                    兵庫県洲本農林水産振興事務所 技術吏員   

近藤昂一郎 (23 歳)   神戸大学大学院理学研究科 学生 

2007 年偵察隊隊員 

    石丸 祥史 (19 歳)   神戸大学山岳部チーフリーダー 

                                神戸大学農学部 学生 

  （中国側  10 人）  

カンリガルポ２峰（ＫＧ－２） ６７０８ｍ 
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隊長  董范 Dong Fan （49 歳）  中国地質大学（武漢）体育部教授  

        1988 年 四川省 チェル-山(6168m)初登頂 (神戸大学との合同隊) 

           隊員   9 名 

合計   17 人 

６．実行委員会本部 

実行委員長  神戸大学大学院農学研究科教授 山形裕士 

657-8501 神戸市灘区六甲台町 1-1 神戸大学大学院農学研究科生物化学研究室山形研究室 
電話・ファックス 078‐803-5875 

        電子メール yamagata@kobe-u.ac.jp 

 

７． 登山ルート図 

 
 

 

 

 

ベースキャンプ（BC） 
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KG-2 ｓｕｍｍｉｔ 


